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   Fifty-five cases (4.3%) of secondary tumor of the adrenal were encountered among 
1,298 tumors in 5,987 consecutive autopsies. Many writers have remarked the unusual 
proclivity of pulmonary carcinoma to produce adrenal metastasis, and these occur in 23.1 
per cent of our cases of this disease. 
   Metastatic tumors in the adrenal were the result of neoplastic emboli distributed in 
the arterial blood stream. Arrest of small emboli probably occurs most frequently in the 
cortical capillaries and ramified arteries in the capsule. The metastatic deposit  perme-
ated vertically through the cortex and occasionally they extended in to the central vein.
緒 言
副腎の生理,病 理に関す る知見 は最 近長 足 の
進歩をとげた.泌 尿器科 領域 においては尿 中17
KS,corticoid等の定量,塩 類代謝 に及ぼす影
響等重要な問題 を多 く含ん でいる.更 に解 剖 的
関係から副腎疾 患の外科 的治療法 は泌尿器科 の
対象 として重 きをな しつつ ある.
周知の如 く副腎 は皮質 および髄質 とか らなつ
てお り,こ れ らが 各汝腫瘍 化す る時 にはその本
来の内分泌機能 の充進 を示す ものと,こ れを欠
くものがある.即 ち髄質 に 由来す る腫瘍 は次 の
如 くに考え られ る.Bielshowskyによれ ば交
嬢神経母細胞 は2方 向に分 化 して交感 神経芽細
胞sympathoblastとクロム親和芽細 胞pheo-
chromoblastとにな り,更 に分化 して交感 神
経節細胞 とク ロム親和 細胞 とになる.こ れ らの




blastomaが発生す るが これ らは内分泌機能を
有 しない.後 者 か らは クロム親 和細 胞腫pheo-
chromocytoma,chromaffinetumorが形成
され,本 腫瘍は 内分泌機能充進症 を示す
皮質か ら発生す るもので内分泌機能 を有 しな
い と考え られ るものには腺腫 と癌腫 とが ある.
また 皮質 性の ホルモ ン作用 のある腫瘍はそ の主
要症状 か ら2大 別 され る.即 ちCushing症候
群 および副腎(皮質)性器症 候群adrenogenital
syndromであっ て,こ れ らの症候群 はさらに
種 汝の亜型に分類 され ている。
副腎腫瘍 の診断法 に関 しては,上 記 のホルモ
ン学 的方法 とともに,レ ン トゲン学的診断法 も
泌 尿器科学 の領 域で発 展をとげた.腎 孟撮影
法,後 腹膜腔 気体撮影法,腹 部大動 脈撮影法等
が本 症 の診 断に際 して重 要 な位 置 を占めてい
る.こ れ ら各種 の副 腎腫 瘍に対 しては副腎別出
術 が行われ てい るが,副 腎へ の到 達法 も数 多 く













































2例,肝癌3例,乳 癌1例,直 腸癌1例,胸 腺腫2例
肉腫14例,白血病6例 となつている.罹患側は左26例
右10例,両側19例で左側に好発 している.

























































































































































































































































る脱力症・皮膚色素沈溝,ア セ トン尿,糖 尿を証明し
かつ高血糖を欠く嘲 を報青している,歩跨 の嘲 に・
酒徳 三浦一続発性副腎腫瘍の病理学的研究
っいてはWillisは転 移 巣 の小 さい事 を理 由 と して 不
確実な例 であ る と反 論 して い る.ま た,Ball,Flein-
er,paynton等は 胃癌 に,Cayleyは 子 宮 癌 よ り,
またBannwartはリソパ管 内被 細 胞 腫 よ りの転 移 性


























瘍とその脳転 移を合併 した両側 副腎腫瘍を,1913年
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Fig.1.Neoplasticemboliinthecentral
veinofthemedulla.
(adenocarcinomaofthelung)
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Fig。2.M tastaticdepositsofadenocarcinoma
ofthelungintheramifiedcapsular
arteriesandcortexoftheadrenal.
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Fig.3.secondarytumorofthebasalioma
ofthebronchusintheadrenal
cortex.
